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ま
え

が
き
 

高
 
島
 
元
 
洋
 

    
日

本
儒

教
の

流
れ

は
古

い
。
仏

教
が

日
本

に
伝

わ
る

の
は

六
世

紀
あ

る
い

は
そ

れ
よ

り
は

や
い

と
考

え
ら

れ
て

い
る

が
、
儒

教
の

伝
来

は
そ

れ
以

前
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

、
古

い
時

代
の

儒
教

に
つ

い
て

思
想

的
意

味
を

理
解

す
る

の
は

資
料

的
に

む
つ

か
し

い
。

ま
た

、
儒

教
が

思
想

と
し

て
重

要
な

意
味

を
も

つ
の

は
、

は
る

か
後

世
に

な
っ

て
か

ら
で

あ
る

。
 

 
本

書
の

論
文

中
に

も
説

明
す

る
が

、
近

世
儒

教
は

藤
原

惺
窩
（

一
五

六
一

―
一

六
一

九
）
に

は
じ

ま
る

。
惺

窩
は

儒
教

に
と

っ
て

象
徴

的
な

人
物

で
あ

る
。

こ
こ

に
お

い
て

中
世

仏
教

と
の

決
別

が
あ

り
、

日
本

儒
教

の
思

想
史

的
意

味
で

あ
る

「
人

倫
」

が
自

覚
さ

れ
る

。
 

 
つ

づ
い

て
日

本
社

会
に

儒
教

の
本

格
的

な
受

容
が

な
さ

れ
る

。
こ

の
過

程
は

一
般

的
に

は
朱

子
学

か
ら

古
学

へ
の

展
開

と
し

て
理

解
さ

れ
る

。
初

期
の

段
階

に
お

い
て

、
朱

子
学

が
受

容
さ

れ
る
（

林
羅

山
一

五
八

三
―

一
六

五
七

、
山

崎
闇

斎
一

六
一

八

―
一

六
八

二
な

ど
）
。
こ

こ
に

お
い

て
朱

子
学

の
全

体
像

が
精

密
に

し
め

さ
れ

る
。
つ

ぎ
の

段
階

で
は

、
こ

の
朱

子
学

を
批

判

し
て

古
学

が
形

成
さ

れ
る
（

伊
藤

仁
斎

一
六

二
七

―
一

七
〇

五
、
荻

生
徂

徠
一

六
六

六
―

一
七

二
八

な
ど

）
。
古

学
は

、
き

わ

め
て

独
創

的
で

高
度

に
完

成
さ

れ
た

思
想

で
あ

っ
た

。
 

 
近

世
儒

教
の

こ
の

よ
う

な
展

開
に

お
い

て
、
こ

れ
ま

で
の

研
究

は
、
仁

斎
・
徂

徠
な

ど
古

学
が

中
心

で
あ

っ
た

。
た

と
え

ば
、

徂
徠

に
つ

い
て

は
丸

山
真

男
『

日
本

政
治

思
想

史
研

究
』
、
日

野
龍

夫
『

徂
徠

学
派

』
、
平

石
直

昭
『

荻
生

徂
徠

年
譜

考
』
な
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ど
、
仁

斎
に

つ
い

て
は

相
良

亨
『

伊
藤

仁
斎

』
、
石

田
一

良
『

人
物

叢
書

 
伊

藤
仁

斎
』
、
子

安
宣

邦
『

伊
藤

仁
斎

―
人

倫
的

世
界

の
思

想
』

な
ど

と
、

さ
ま

ざ
ま

な
視

点
か

ら
の

研
究

を
思

い
う

か
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 
近

世
儒

教
の

思
想

的
研

究
が

古
学

中
心

に
な

る
理

由
に

は
、
い

ろ
い

ろ
な

事
項

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
煩

雑
に

な
る

か

ら
、
以

下
に

は
お

も
な

も
の

の
み

を
あ

げ
て

お
く

。
こ

の
現

象
に

お
い

て
重

要
な

こ
と

は
、
た

だ
研

究
対

象
が

偏
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
日

本
儒

教
に

か
ん

す
る

偏
見

の
温

床
に

な
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
 

 

（

1）
そ

も
そ

も
古

学
が

思
想

的
に

完
成

度
が

高
い

こ
と

は
事

実
で

あ
る

。
ま

た
資

料
的

に
も

整
備

さ
れ

て
い

る
。
 

（

2）
古

学
に

先
行

す
る

日
本

朱
子

学
は

、
中

国
の

朱
子

学
の

模
倣

に
す

ぎ
ず

、
独

創
的

な
要

素
が

な
い

と
い

う
先

入
観

が
あ

る
。

こ
れ

は
井

上
哲

次
郎

『
日

本
朱

子
学

派
之

哲
学

』
以

来
の

理
解

で
あ

る
。

 

（

3）
そ

れ
ゆ

え
に

日
本

朱
子

学
に

か
ん

し
て

は
、

研
究

す
る

価
値

も
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う

、
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

の
理

解
に

終
始

し
、

多
数

の
資

料
が

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
整

理
が

不
十

分
で

あ
る

。
 

（

4）
さ

ら
に

問
題

に
な

る
こ

と
は

、
（

2）
に

し
め

し
た

よ
う

に
日

本
朱

子
学

は
中

国
の

朱
子

学
の

亜
種

で
あ

る
と

さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
中

国
思

想
を

基
準

と
し

て
日

本
思

想
を

解
釈

す
る
（

い
わ

ゆ
る

中
華

思
想

）
と

い
う

本
末

転
倒

な
研

究

に
な

る
こ

と
で

あ
る

。
 

（

5）
ま

た
同

じ
議

論
の

延
長

線
上

で
、

日
本

朱
子

学
は

独
創

性
の

な
い

イ
デ

オ
ロ
ギ
ー

で
あ

り
、

よ
う

す
る

に
前

近
代

の
封
建

思
想

・
国

体
思

想
に

す
ぎ

な
い

と
評

価
さ

れ
る

。
 

  
（

2）
に

つ
い

て
は

、
か

つ
て

『
山

崎
闇

斎
─

日
本

朱
子

学
と
垂
加
神
道

』
（
ぺ

り
か

ん
社

、
一

九
九

二
）

に
お

い
て

、

日
本

朱
子

学
が

中
国

の
朱

子
学

と
ま

っ
た

く
こ

と
な

る
思

想
で

あ
り

、
朱

子
の
忠

実
な
祖
述
者

た
ら

ん
と

し
た

闇
斎

が
い

か
に
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朱
子

学
を
誤

解
し

た
か

を
考

え
た

。
 

 
日

本
朱

子
学

と
中

国
の

朱
子

学
と

の
比
較

に
は

、
き

わ
め

て
微
妙

な
問

題
が

あ
る

。
従

来
こ

の
両
者

が
同
質

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

て
き

た
の

は
、
両
者

が
専
門
用
語
（
天

人
合

一
、
太
極

、
理

、
仁

な
ど

、
ま

た
さ

ま
ざ

ま
な
修
養
概
念

）
を
共
有

す
る

と

い
う

理
由

が
あ

っ
た

。
し

か
し
術
語

は
お

な
じ

で
あ

っ
て

も
、
思

想
や

世
界

観
が

ま
っ

た
く

こ
と

な
る

こ
と

が
あ

る
。
こ

の
こ

と
は
専
門
用
語

の
用
法

を
厳

密
に
比
較

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
証

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 
闇

斎
が

、
朱

子
の
祖
述
者

た
ら

ん
と

し
て

こ
と

な
る

世
界

観
に

い
た

っ
た

の
は

、
闇

斎
の
誤

解
な

の
か

も
し

れ
な

い
。
し

か

し
日

本
朱

子
学

は
、
い

っ
た

い
に

闇
斎

と
同
様

の
朱

子
学

理
解

を
し

て
い

る
。
つ

ま
り

一
般

論
で

い
え

ば
、
中

国
の

朱
子

学
が

日
本

に
お

い
て

こ
と

な
る

思
想

と
し

て
受

容
さ

れ
た

と
い

う
こ

と
は

た
ん

な
る
個
々

人
の
誤

解
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
中

国
の

朱
子

学
は

、
中

国
の

社
会
構
造

に
対
応

し
て

形
成

さ
れ

た
思

想
で

あ
る

。
こ

の
思

想
が

、
こ

と
な

る
社

会
構
造

を

も
つ

日
本

に
そ

の
ま

ま
移
植

さ
れ

る
こ

と
は

な
い

。
中

国
と

日
本

と
社

会
構
造

が
こ

と
な

る
以

上
、
思

想
の

理
解

が
こ

と
な

る

の
は
当
然

な
の

で
あ

る
。
 

 
問

題
は

、
こ

の
よ

う
な

社
会
構
造

の
差
異

を
無

視
し

て
、
日

本
朱

子
学

と
中

国
の

朱
子

学
と

を
同
質

の
思

想
で

あ
る

と
す

る

こ
と

か
ら

お
こ

る
議

論
の
混
乱

で
あ

る
。
 

 
く

り
か

え
さ

れ
る

議
論

は
、

（

2）
の

よ
う

な
、

同
質

で
あ

り
模

倣
で

あ
る

か
ら

、
日

本
朱

子
学

に
は

独
創

性
が

な
い

と

い
う

こ
と

で
あ

り
、
そ

の
あ

げ
く

に
は

、
（

4）
中

華
思

想
を

基
準

と
す

る
日

本
思

想
の
評

価
に
帰
結

し
、
あ

る
い

は
（

2）

の
延

長
線

上
に

、
（

5）
日

本
朱

子
学

は
、

独
創

性
の

な
い

イ
デ

オ
ロ
ギ
ー

で
あ

っ
て

、
反
動

的
な
封
建

思
想

・
国

体
思

想

（
天
皇
制

イ
デ

オ
ロ
ギ
ー

）
に

す
ぎ

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
る

。
 

 
こ

の
よ

う
に

し
て
従

来
の

研
究

の
混
乱

は
、
日

本
朱

子
学

の
思

想
的

な
意

味
を

は
じ

め
か

ら
排
除

し
、
否
定

的
理

解
に

終
始

す
る

わ
け

で
あ

る
が

、
そ

う
す

る
と

日
本

朱
子

学
だ
け

で
は

な
く
け

っ
き
ょ

く
日

本
儒

教
全

体
の
焦

点
が

う
し

な
わ

れ
、
曖
昧
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な
も

の
と

な
っ

て
ゆ

く
。
な
ぜ

な
ら

日
本

儒
教

の
根
幹

に
は

つ
ね

に
日

本
朱

子
学

が
あ

る
か

ら
で

あ
る

。
こ

う
し

て
儒

教
の

基

本
像

に
お

い
て
動
揺

し
つ

づ
け

、
既

成
の
断
片

的
な

議
論

が
当
然

の
よ

う
に

く
り

か
え

し
あ

ら
わ

れ
る

だ
け

で
、

日
本

朱
子

学
・

日
本

儒
教

の
全

体
は

い
っ

こ
う

に
あ

き
ら

か
に

な
ら

な
い

の
で

あ
る

。
 

 

※
 

  
本

書
は

、
以

上
の

よ
う

な
経
緯

か
ら

、
日

本
朱

子
学

を
中

心
に

あ
ら

た
め

て
近

世
日

本
の

儒
教

思
想

を
考

え
る

意
図

で
編
集

し
た

。
 

 
朱

子
学

が
日

本
と

中
国

と
で

は
こ

と
な

る
思

想
・

世
界

観
（
概
念

の
総

体
）

と
な

る
こ

と
は

、
す

で
に
旧
著

で
証

明
し

た
。

本
書

は
、
さ

ら
に

日
本

儒
教
・
日

本
朱

子
学

が
中

国
の

儒
教
・
朱

子
学

と
こ

と
な

る
こ

と
を

、
そ

れ
ぞ

れ
の

社
会
構
造

か
ら

説

明
し

、
日

本
儒

教
・

日
本

朱
子

学
の

思
想

的
特

徴
が

「
人

倫
」

と
い

う
観
念

に
あ

る
こ

と
、

そ
の
具

体
的
様
態

が
「

多
様

性
」

に
あ

る
こ

と
を

論
証

し
た

。
 

 
こ

の
過

程
に

お
い

て
取

り
あ

げ
た

儒
教

は
、
古

学
だ
け

で
は

な
く

日
本

朱
子

学
な

ど
を
ふ

く
む

。
さ

き
に
ふ

れ
た

よ
う

に
古

学
の

研
究

は
お

お
い

。
一
方

、
日

本
朱

子
学

は
先

入
観

で
処

理
さ

れ
る

。
ま

し
て

日
本
各
地

に
点
在

す
る
無

数
の

儒
者

は
た

ん

な
る
郷
土

の
偉

人
に

す
ぎ

な
い

。
こ

こ
に

は
思

想
家

と
し

て
受
け

と
め

る
姿
勢

は
な

い
。
日

本
儒

教
の

思
想

的
研

究
は

こ
れ

ま

で
一
部

の
儒
者

を
と

お
し

て
お

こ
な

わ
れ

て
き

た
。

日
本

儒
教

の
全

体
が

あ
き

ら
か

に
な

ら
な

い
所

以
で

あ
る

。
 

 
本

書
は

、
古

学
だ
け

で
は

な
く

日
本

朱
子

学
を

、
中
央

の
儒
者

で
は

な
く
地
方

の
儒
者

に
注
目

し
、
日

本
儒

教
の

全
体

を
さ

ぐ
る

こ
こ

ろ
み

を
し

た
。
と

く
に

、
こ

れ
ま

で
ほ

と
ん

ど
紹
介

さ
れ

る
こ

と
の

な
か

っ
た

上
総
道

学
に

つ
い

て
、
す

で
に

あ
る

研
究

を
整

理
し

、
儒

教
史

の
流

れ
の

な
か

に
位
置

づ
け

た
。
ま

た
そ

の
基

本
文
献

に
つ

い
て

、
高
島

と
大
久
保

紀
子
・
長

野
美
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香
は

長
期

に
わ

た
る

研
究

会
を

も
ち

、
厳

密
な
読

解
を
ほ

ど
こ

し
、
今
回

は
じ

め
て

解
題
・
注

釈
・
校
合

を
附

し
た

本
文

を
掲

載
す

る
こ

と
が

で
き

た
（

本
書
所
収

）
。
 

大
久
保

紀
子

の
記
録

に
よ

る
と

、
高
島
・
大
久
保
・
長

野
の

研
究

会
は

一
九

九
九

年
十

二
月

か
ら

は
じ

ま
り

、
基
礎

文
献

で

あ
る
稲
葉
黙

斎
『
姫
島
講
義

』
、
同

上
『
処
士
越
復

伝
』
、
同

上
『

先
君

子
行

実
』
、
林
潜

斎
『
稲
葉
黙

斎
先

生
伝

』
、
稲
葉

黙
斎
『

先
達
遺

事
』
、
稲
葉
黙

斎
『
墨
水

一
滴

』
を

解
読

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

近
世

儒
教

を
め
ぐ

る
ひ

と
び

と
の
交

流
や

思
想

の
基
礎

と
な

る
も

の
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

 
こ

の
間

、
同

時
に
各
地

の
図

書
館

や
資

料
館

を
調
査

し
た

。
謝

意
を

も
っ

て
簡
略

な
記
録

を
掲
載

す
る

。
二

〇
〇

〇
年
（
東

京
都
町

田
市
・
無
窮

会
。
千
葉
県

文
書
館

。
千
葉
県

山
武
市

成
東
・
元
倡
寺

。
都
立

中
央
図

書
館

。
新
潟
県
新
発

田
市
立
図

書

館
）
、
二

〇
〇

三
年
（
茨
城
県
立

古
河
歴

史
博

物
館

）
、
二

〇
〇
四

年
（

九
州
大

学
附
属
図

書
館

）
、
二

〇
〇

五
年
（
福

井
県

小
浜
市
立
図

書
館

）
、

二
〇

〇
八

年
（
宮

崎
県

高
鍋
図

書
館

）
。
 

 

※
 

  
本

書
の
構

成
に

つ
い

て
簡
単

に
説

明
を

し
て

お
く

。
全

体
は

、
【

研
究
編
】
と
【

資
料
編
】
と

の
二

分
冊

よ
り

な
る

。
そ

れ

ぞ
れ

の
内

容
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

 
【

研
究
編
】

は
、

「
第

一
部

 
日

本
儒

教
に

つ
い

て
の

研
究

」
で

、
概

要
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。
 

  
第

一
部

 
日

本
儒

教
に

つ
い

て
の

研
究
 

 
一

 
高
島
元
洋

「
「

思
想

史
」

と
は
何

か
―

「
日

本
倫

理
思

想
史

」
に
関

す
る
方
法

論
的
反
省

」
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本

論
文

は
「

日
本

倫
理

思
想

史
」
の
定
義

を
考

え
る

。
「

思
想

史
」
は

、
歴

史
の

一
分

野
と

し
て

の
思

想
史

、
あ

る
い

は
個

別
の

教
義

史
と

し
て

の
仏

教
史
・
神
道

史
な

ど
、
ま

た
政

治
思

想
史
・
教
育

思
想

史
な

ど
、
さ

ま
ざ

ま
な
立
場

か
ら

の
研

究
が

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

。
で

は
「

倫
理

思
想

史
」
は

ど
の

よ
う

な
方
法

論
に

よ
り

成
立

す
る

の
か

。
本

論
文

は
、
和
辻

哲
郎

が
「

倫

理
思

想
史

」
を
「

倫
理

」
「

倫
理

学
」
と

の
関
係

か
ら
定
義

し
た

こ
と

を
ふ

ま
え

、
「
歴

史
」
の

一
分

野
と

し
て

の
思

想
史

で

は
な

く
、

「
倫

理
学

」
と

一
体

の
学

問
と

し
て

理
解

す
る

。
 

こ
こ

に
お

い
て

問
題

と
な

る
こ

と
は

、
普
遍

で
あ

る
「

倫
理

学
」
と
特
殊

で
あ

る
「

倫
理

思
想

」
と

の
関
係

で
あ

り
、
普
遍

は
特
殊

に
お

い
て

成
立

す
る

こ
と

を
論

ず
る

。
 

  
二

 
高
島
元
洋

「
日

本
儒

教
の
特

徴
」
 

 
本

論
文

は
、
日

本
儒

教
を

理
解

す
る
従

来
の
主

要
な
枠
組

み
を
再

考
し

、
さ

ら
に
検
討

す
べ

き
課

題
を

問
題

に
す

る
。
丸

山

真
男
『

日
本

政
治

思
想

史
研

究
』
に

お
け

る
理

解
の
枠
組

み
は
〈

近
代
化

論
的

観
点
〉
で

あ
る

。
日

本
の

近
代
化

を
問

題
に

し
、

朱
子

学
の

「
自
然

的
秩
序

の
論

理
」

か
ら

徂
徠

学
の

「
作
為

の
論

理
」

へ
の

転
換

を
論

じ
る

。
相

良
亨

『
近

世
の

儒
教

思
想

』

の
枠
組

み
は
複
合

し
て

お
り
〈
比
較

思
想

的
観

点
〉
と
〈

倫
理

学
・
倫

理
思

想
史

的
観

点
〉
で

あ
る

。
儒

教
と

い
う
外

来
思

想

に
た

い
す

る
日

本
の

伝
統

的
倫

理
観

の
質

を
と

り
あ

げ
、

朱
子

学
の

「
敬

中
心

の
儒

学
」

か
ら

仁
斎

学
の

「
誠

中
心

の
儒

学
」

へ
の

展
開

を
解

釈
す

る
。
 

先
行

研
究

の
分
析

か
ら
検
討

す
べ

き
こ

と
が

み
え

て
く

る
。
〈
比
較

思
想

的
観

点
〉
か

ら
、
朱

子
学

を
成
立
せ

し
め

る
中

国

の
社

会
構
造

が
宗
族
（
家
族
制

度
）
と
科
挙
・
士
大

夫
（
官
僚
制

度
）
で

あ
る

こ
と

、
日

本
儒

教
を

成
立
せ

し
め

る
社

会
構
造

が
近

世
に

お
け

る
統

一
政
権
（
徳
川
幕
藩

体
制

）
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。
こ

こ
に

お
い

て
、
日

本
儒

教
は

中
国

思
想

か
ら

分

離
す

る
。

そ
し

て
江
戸

時
代

に
あ

た
ら

し
く

要
求

さ
れ

た
思

想
で

あ
る

「
人

倫
」
（

五
倫

五
常

。
人
間
関
係

）
と

い
う

観
念

が
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〈
倫

理
学

・
倫

理
思

想
史

的
観

点
〉

の
課

題
と

な
る

。
 

  
三

 
高
島
元
洋

「
日

本
朱

子
学

論
」
 

 
日

本
儒

教
・
日

本
朱

子
学

を
か

ん
が

え
る

と
き

、
お

な
じ

儒
教

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
中

国
・
朝
鮮
半
島
・
日

本
を
単
純

に

ひ
と

く
く

り
に

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。
そ

れ
ぞ

れ
の

社
会
構
造

と
思

想
と

の
対
応

を
比
較

思
想

的
に
検
討

す
る

こ
と

が
前
提

に
な

る
。
本

論
文

は
、
そ

の
う

え
で

日
本

儒
教
・
日

本
朱

子
学

の
思

想
的
特

徴
が
「

人
倫

」
と

い
う

観
念

に
あ

る
こ

と
、
そ

の

具
体

的
様
態

が
「

多
様

性
」

に
あ

る
こ

と
を

問
題

に
す

る
。
 

 
ま

ず
日

本
儒

教
・
日

本
朱

子
学

の
様
態

に
つ

い
て

、
思

想
の

多
様

性
、
機
能

の
多
様

性
、
機
能

の
具

体
的

形
態
・
支
持

階
層

に
お
け

る
多
様

性
な

ど
を
検
討

し
、
実
際

の
具

体
例

を
、
亀
門

学
（

徂
徠

学
）
、
楠

本
端

山
・
碩
水
（

朱
子

学
）
な

ど
九
州

の

儒
教

、
あ

る
い

は
稲
葉
迂

斎
・
黙

斎
な

ど
に

よ
る
千
葉

の
上
総
道

学
(
朱

子
学

）
に

み
て

ゆ
く

。
つ

ぎ
に

思
想

そ
の

も
の

が
、

朱
子

学
と

日
本

朱
子

学
と

で
い

か
に

こ
と

な
る

か
を
修
養
概
念

「
敬

」
に

よ
っ

て
検
討

し
、
最

後
に

「
人

倫
」

と
「

多
様

性
」

と
の
関
係

を
か

ん
が

え
る

。
 

  
四

 
大
久
保

紀
子

「
稲
葉
黙

斎
論

」
 

 
千
葉

の
朱

子
学
（

上
総
道

学
）
の

中
心

人
物

で
あ

る
稲
葉
黙

斎
に

つ
い

て
、
こ

れ
ま

で
ま

と
ま

っ
た

研
究

は
な

い
。
本

論
文

は
、
黙

斎
の
言

行
を

て
い
ね

い
に

た
ど

り
、
黙

斎
が

ど
の

よ
う

な
理

を
求

め
、
そ

の
思

想
が

い
か

な
る

学
問

と
な

り
波
及

し
た

か
を

あ
き

ら
か

に
す

る
。
崎
門

の
一

人
の

儒
者

の
内

実
を
具

体
的

に
把
握

す
る

こ
と

は
、
近

世
か

ら
近

代
に

か
け

て
崎
門

が
果

た
し

た
役
割

と
意

味
を

よ
り
正
確

に
、

か
つ
深

く
理

解
す

る
た

め
に

は
必

要
不
可
欠

な
作
業

で
あ

る
。
 

 
ま

ず
本

論
文

は
、
黙

斎
の
若

い
頃

の
「
狂

」
と

さ
れ

る
放
逸

な
言

行
の

意
味

を
、
「
超
俗

」
の

儒
者
達

、
す

な
わ
ち

山
崎

闇
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斎
と

そ
の

高
弟

、
ま

た
稲
葉
迂

斎
・
久
米
訂

斎
と
比
較

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

あ
き

ら
か

に
す

る
。
つ

ぎ
に

上
総

に
お

い
て

、
黙

斎
の

儒
教

が
ど

の
よ

う
な
役
割

を
は

た
し

た
か

を
検
討

す
る

。
黙

斎
の
礼

に
つ

い
て

の
講
義

は
、
礼
式

を
学
ぶ
機

会
の

な
い

上

総
の

人
々

に
と

っ
て

、
礼

を
と

お
し

て
内
在

す
る

理
を

自
覚

し
、
人

と
し

て
本

来
の
在

り
方

を
実

現
し

て
い

く
よ

う
な

、
啓
蒙

的
な

意
味

が
あ

っ
た

。
上
総

に
お
け

る
儒
者

は
、
江
戸

と
は

こ
と

な
り

、
社

会
機
構

に
組

み
こ

ま
れ

る
こ

と
な

く
、
偏

見
や

先

入
観

も
な

か
っ

た
。
門

人
達

は
、
純
粋

な
知

的
意
欲

を
も

っ
て

学
び

、
名
利

や
矜
持

な
ど

の
雑

物
を

ま
じ

え
ず

、
生
活

の
な

か

に
そ

の
成
果

を
あ

ら
わ

し
た

。
 

  
【

資
料
編
】
は

、
「
第

二
部

 
山

崎
闇

斎
学

派
に

つ
い

て
の

資
料

」
「
第

三
部

 
上
総
道

学
に

つ
い

て
の
関
連

論
文

と
資

料
」

よ
り

な
り

、
概

要
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。
 

  
第

二
部

 
山

崎
闇

斎
学

派
に

つ
い

て
の

資
料
 

 
五

 
稲
葉
黙

斎
『
姫
島
講
義

』
（

解
題

・
注

釈
・
校
合

 
大
久
保

紀
子

）
 

 
六

 
稲
葉
黙

斎
『
姫
嶌
口
義

』
（

解
題

・
注

釈
・
校
合

 
大
久
保

紀
子

）
 

 
『
姫
島
講
義

』
は

、
稲
葉
黙

斎
が

、
上
総

に
お
け

る
父
迂

斎
の
門

人
達

の
た

め
、
道

学
の

要
諦

を
説

い
た

書
で

あ
る

。
こ

こ

に
黙

斎
の
若

い
と

き
の

思
想

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
同

時
に

、
上
総
道

学
が
発

生
す

る
場
面

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
『
姫
島
講
義

』
の

原
型

は
、
黙

斎
自
身

の
筆

に
な

る
『
姫
嶌
口
義

』
で

あ
る

。
『
姫
嶌
口
義

』
は

、
黙

斎
が
旅

先
で

、
門

人
達

の
た

め
の
私
信

と
し

て
し

た
た

め
た

も
の

で
あ

っ
た

。
原

本
で

あ
る
『
稲
葉
黙

斎
先

生
姫
島
講
義

真
蹟

書
』
（
千
葉
県

山

武
市

成
東

・
熱

田
秀

夫
氏
蔵

）
を
附
載

す
る

。
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七

 
稲
葉
黙

斎
『
處
士
越
復
傳

』
（

解
題

・
注

釈
・
校
合

 
大
久
保

紀
子

）
 

 
本

書
は

、
黙

斎
が

、
そ

の
生
涯

の
二

十
四
歳

ま
で

を
つ

づ
っ

た
狂

文
体

の
自
叙

伝
で

あ
る

。
若

き
黙

斎
の

自
画

像
で

あ
る

。

ま
た
江
戸

と
い

う
都
市

に
住

む
、
若

い
儒
者

た
ち

の
活
動

や
交

流
が

ど
の

よ
う

な
も

の
で

あ
っ

た
か

を
知

る
貴

重
な

資
料

で
あ

る
。
 

  
八

 
稲
葉
黙

斎
『

先
君

子
行
實

』
（

解
題

 
長

野
美
香

、
注

釈
・
校
合

 
大
久
保

紀
子

・
長

野
美
香

）
 

 
本

書
は

、
佐

藤
直
方

の
高
弟
・
稲
葉
迂

斎
正
義

の
伝
記

で
あ

る
。
著
者

は
、
迂

斎
の

次
男
・
稲
葉
黙

斎
正
信

で
あ

る
。
稲
葉

家
の
系

譜
、
迂

斎
の

一
生

や
藩

儒
と

し
て

の
経
歴

、
ま

た
人
柄

・
学
徳

・
著
作

な
ど

を
伝

え
る

。
跋

文
（
篠

原
惟
秀

「
書

二
先

君
子

行
實
改

本
後

一
」 ）

に
よ

れ
ば

、
宝
暦

十
一

（
一

七
六

一
）

年
末

に
は
草
稿

が
存
在

し
た

。
 

  
九

 
稲
葉
黙

斎
『

先
達
遺

事
』

（
解

題
・
注

釈
・
校
合

 
大
久
保

紀
子

）
 

 
本

書
は

、
黙

斎
に

よ
っ

て
あ

ら
わ

さ
れ

た
江
戸

時
代

の
儒
者

の
記
録

で
あ

る
。
儒

教
史

の
基
礎

的
な

資
料

で
あ

る
。
記
載

さ

れ
る
逸
話

の
大
半

は
、
山

崎
闇

斎
と

そ
の

高
弟

を
は

じ
め

と
す

る
崎
門

の
儒
者

で
あ

る
が

、
伊

藤
仁

斎
・
荻

生
徂

徠
な

ど
に

つ

い
て

も
収
録

さ
れ

て
い

る
。

成
立

は
、

明
和
元

（
一

七
六
四

）
年

こ
ろ

。
刊

本
も

多
数

あ
る

。
 

  
十

 
稲
葉
黙

斎
『
墨
水

一
滴

』
（

解
題

・
注

釈
・
校
合

 
長

野
美
香

）
 

 
本

書
は

、
『

先
達
遺

事
』
の
続
編

と
し

て
、
自
序

に
よ

れ
ば

明
和

三
（

一
七

六
六

）
年

に
成
立

し
た

。
江
戸

期
の

朱
子

学
受

容
の

実
際

を
知

る
上

で
貴

重
な

資
料

で
あ

る
。
『

先
達
遺

事
』
と

と
も

に
、
の
ち

の
原
念

斎
『

先
哲

叢
談

』
（

文
化

一
三
［

一

八
一

六
］
年

）
や
徳

斎
（
念

斎
の

子
）
『

先
哲

像
伝

』
（
弘
化
元
［

一
八
四
四
］
年

）
に

つ
づ

く
、
儒
者

を
め
ぐ

る
啓
蒙

的
評
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伝
の
嚆
矢

で
あ

る
。
 

  
十

一
 

林
潜

斎
『
稻
葉
黙
齋

先
生
傳

』
（

解
題

・
注

釈
・
校
合

 
長

野
美
香

）
 

 
本

書
は

、
黙

斎
門

人
・
林
潜

斎
秀

直
に

よ
っ

て
あ

ら
わ

さ
れ

た
黙

斎
の

伝
記

で
あ

る
。
林
潜

斎
（
花
沢

文
二

）
は

、
千
葉
県

東
金
市
堀

上
村

の
人

。
農
業

。
三

十
八
歳

の
時

、
黙

斎
の
門

人
と

な
る

。
寛

政
中

、
丸
亀
藩
（

五
万

石
）
藩
主
京
極
氏

に
仕

え

る
。
後

、
致
仕

し
帰
郷

す
る

。
筆
記

に
長

じ
黙

斎
の
講
話

を
お

お
く
記
録

す
る

。
成
立

は
黙

斎
死

後
で

あ
る

が
、
解

題
を
参
照

。

岡
直
養

「
林
潜

斎
事
略

」
を
附

す
。
 

  
十

二
 

「
人
名
索
引

」
（
大
久
保

紀
子

・
長

野
美
香

）
 

  
第

三
部

 
上
総
道

学
に

つ
い

て
の
関
連

論
文

と
資

料
 

 
十

三
 
大
久
保

紀
子

「
『
孤
松

全
稿

』
に

つ
い

て
―

『
黙

斎
艸

』
と

の
関
係

」
 

 
『
孤
松

全
稿

』
は

、
稲
葉
黙

斎
の
著
作
集

で
あ

る
。
ご

く
一
部

分
は
活
字
化

さ
れ

て
い

る
が

、
全

体
は
写

本
で

の
み

伝
え

ら

れ
て

き
た

。
黙

斎
の
業
績

あ
る

い
は

思
想

を
理

解
す

る
場
合

、
も

っ
と

も
基
礎

的
な

資
料

で
あ

る
。
し

か
し

こ
の
著
作
集

に
は

、

成
立

年
・
成
立

過
程

の
問

題
を

は
じ

め
、
そ

の
全
貌

に
は

不
明

な
点

が
お

お
い

。
『
孤
松

全
稿

』
の

完
本
（

三
十

九
巻

本
）
は

、

唯
一
無
窮

会
神
習

文
庫
（
東
京
都
町

田
市

）
に

あ
る

。
ま

た
元
倡
寺
（
千
葉
県

山
武
市

成
東

）
に

は
最

後
の

五
巻

を
欠

く
三

十

四
巻

本
が
残

さ
れ

て
い

る
。

本
論

文
は

、
こ

の
間

の
事
情

に
つ

い
て

の
調
査

研
究

で
あ

る
。
 

  
十
四

 
長

野
美
香

「
『
稻
葉
家

譜
』

に
つ

い
て

」
 



 

xi 

 
『
稻
葉
家

譜
』
は

、
延
享
四
（

一
七
四

七
）
年

、
稲
葉
迂

斎
が

あ
ら

わ
し

た
自

伝
で

あ
る

。
稲
葉
家

の
系

譜
に

始
ま

り
、
迂

斎
自
身

の
経
歴

を
た

ど
る

。
黙

斎
が

『
先
君

子
行
實

』
を
作

成
す

る
さ

い
の

資
料

と
な

る
。
 

  
十

五
 

長
野
美
香

「
『
迂
齋

文
集

』
に

つ
い

て
」
 

 
『
迂
齋

文
集

』
は
稲
葉
迂

斎
の
著
作
集

で
あ

る
。
本

論
文

は
、
茨
城
県
立

古
河
歴

史
博

物
館
蔵

本
に

よ
り
『
迂
齋

文
集

』
と

そ
の
続
編

に
つ

い
て

、
成
立

・
特
色

を
考
察

す
る

。
 

  
十

六
 

長
野
美
香

「
稲
葉
迂

斎
・
黙

斎
年

譜
」
 

           


